
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報 

島根県立大学

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

   

 

 本学科は、

必要な知識や

るようになる

精一杯努力す

とができます

います。20

担う人材を育

本学健康

につけ、「食

献できる地

人の健康

や栄養診断

養と健康と

ーション技

社会で活躍

の分野にお

援事例 

学

島

ジ URL h

2

－

、入学した学

や技能を修得

るための適切

することによ

す。多くの卒

018 年 4 月

育てていくた

康栄養学科で

食」を通して

地域密着型の

康に食と栄養

断の方法、食

との関係につ

技術などにつ

躍している管

おいて、栄養

【島根

島根県出雲市

http://izum

2000 年 

－ 

学生が、地域

得でき、様々

切なカリキュ

より、実力を

卒業生が管理

月からはキャ

ために、管理

では、食と栄

て豊な心と思

の栄養士を育

養がどのよう

食品や調理、

ついて学びま

ついても学び

管理栄養士と

養士として、適

県 知財

市 

mo.u-shima

域社会との関

々な状況で柔

ュラムを持っ

をそなえ地域

理栄養士の資

ャンパスを出

理栄養士課程

栄養、健康に

思いやりを育

育成します。

うに関与して

社会環境や

ます。また、

びます。基礎

との交流を通

適正な栄養管

財総合支援

ane.ac.jp/d

業 種

資本金

企業概要

自社の強み

一押し商品

関わりの中で

柔軟な思考や

っています。

域に貢献でき

資格を取得し

出雲市へ移し

程として出発

に関する専門

育み、「人の

 

ているのか、

や地域の食文

栄養教育、

礎から専門に

通じて、保健

管理ができる

援窓口】

epartment

種 教育 

金 － 

要 

み 

品 

で、栄養士と

的確な判断が

凝縮された時

る栄養士にな

して地域で活躍

し、島根県の将

発しました。

的知識と技術

健康づくり」

人の身体の

化など、食及

人とのコミ

わたる講義や

・医療・福祉

る能力を培い

 平成 2

t/kangoeiy

しての

ができ

時間に

なるこ

躍して

将来を

 

術を身

」に貢

しくみ

及び栄

ュニケ

や、実

祉など

います。 

29 年度版 

ou/kenkou

    

u/ 

 

知財総合支

知財総合

が、島根県

る地域連携

新スープ

する前に、

ュアップに

ンス契約を

業者へ製

相談を進め

有名詞」と

つの商標に

知財意識

たので、大

護への対応

す。 

知的財産

ても好影響

者の意識を

支援窓口活

合支援窓口を

県立大学と包

携課より支援

プを開発した

当該レシピ

に加え、連携

を締結するこ

製造販売を委

めるにつれて

としたツリー

にまとめて出

識が高い大学

大変なご苦労

応方法をご理

産の保護を自

響をもたらす

を一新するチ

前任

しみに

活用のポイン

を運営する一

包括的連携協

援依頼があり

た同学科しま

ピの機密保持

携する関係者

ことができま

委託するにあ

て、当該スープ

ー展開により

出願すること

学機関ですが

労だったと思

理解頂きまし

自力でやり遂

すことでしょ

チャンスがあ

窓口担当

任者から引継

にしつつ、今

窓

これから

窓口

ント

一般社団法人

協力協定を締

りました。 

まね三昧食品

持方法につい

者間の問題に

ました。 

あたり、当該

プの他にも商

り、商標の集

とになりまし

が、知財担当

思います。し

したので、今

遂げたことは

ょう。この支援

ありますので

当者から一

継いで、対応

今後もより良

その

最

窓口を活用

ら窓口を活

活用のきっ

人島根県発明

締結したこと

科学研究所か

て相談があ

応じて迅速

該スープ名を

商品展開を検

集約とコスト

した。 

者が不在で

しかし、当窓

今後はよりス

は、とても良い

援窓口を活用

、積極的に

言 （氏名

応させて頂き

良い支援を継

の後の相談

初の相談概

用して変わ

活用する企業

っかけ 

明協会及び公

とがきっかけ

から、製造委

りました。そ

に対応するこ

商標登録する

検討中である

の削減を助言

あることから

口を頻繁にご

ピーディな対

い経験になり

用することで

ご利用するこ

名：齊藤 

きました。地

継続したいと

概要 

概要 

ったところ

業へのメッ

公益財団法人

けで、共同研

委託する企業

そこで、機密

ことで、秘密

ることについ

ることが判明

言しました。

ら、職員が兼

ご利用頂いた

対応と学生へ

りましたし、

で、知財活動

ことを推奨致

俊哉） 

地元の消費者

思います。

ろ 

ッセージ 

人しまね産業

究や産学連携

業へスープレ

密保持契約書

密保持契約並

いて相談があ

明したため、「

。その結果、

兼務で対応を

たことで、一

への展開を期

今後の学術

動の推進とと

致します。

者として新商

業振興財団

携を担当す

レシピを提供

書のブラッシ

並びにライセ

ありました。

「商標」＋「固

最終的に１

をなされまし

一連の知財保

期待していま

術活動におい

ともに、関係

商品の展開を

供

シ

セ

固

１

し

保

ま

を楽

2022年08月18日更新　新原稿

　本学科しまね三昧食品科学研究所（籠橋有紀子研究室）では、①食
肉（しまね和牛・ジビエなど）や島根米などを中心とした、県内農産
品の特性や美味しさを科学的に検証する食味研究②フィールド活動
（地域の食材の良さを知り活かせる人材育成）を通じて地域と連携③
地域の農産品の特性を活かした調理加工方法の提供・商品開発による
地域への発信を行っています。産官学連携により企画・商品化した商
品（しまね三昧ジビエ・ガンボスープ、ぜんざい風デニッシュパン、
島根県産いちじくの豆乳ホイップエクレアなどのスイーツやベーカ
リー13品、しまね三昧おおち山くじらカレーおよびカレーパンな
ど）の製造販売は業者へ委託し、県内外で販売されています。また、
しまね三昧ジビエ・ガンボスープは学校給食へも展開されています。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報 

島根県立大学

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

   

 

 

 

本学科は、

必要な知識や

るようになる

精一杯努力す

とができます

います。20

担う人材を育

本学健康

につけ、「食

献できる地

人の健康

や栄養診断

養と健康と

ーション技

社会で活躍

の分野にお

本学科し

まね和牛・

味しさを科

かせる人材

理加工方法

た 3 品（し

島根県産い

の製造販売

援事例 

学

島

ジ URL h

2

－

、入学した学

や技能を修得

るための適切

することによ

す。多くの卒

018 年 4 月

育てていくた

康栄養学科で

食」を通して

地域密着型の

康に食と栄養

断の方法、食

との関係につ

技術などにつ

躍している管

おいて、栄養

しまね三昧食

ジビエなど）

科学的に検証

材の育成）を通

法の提供・商品

しまね三昧ジ

ちじくの豆乳

売を業者へ委託

【島根

島根県出雲市

http://izum

2000 年 

－ 

学生が、地域

得でき、様々

切なカリキュ

より、実力を

卒業生が管理

月からはキャ

ために、管理

では、食と栄

て豊な心と思

の栄養士を育

養がどのよう

食品や調理、

ついて学びま

ついても学び

管理栄養士と

養士として、適

品科学研究所

）や島根米な

する食味研究

通じて地域と

品開発による

ジビエ・ガン

乳ホイップエ

託するととも

県 知財

市 

mo.u-shima

域社会との関

々な状況で柔

ュラムを持っ

をそなえ地域

理栄養士の資

ャンパスを出

理栄養士課程

栄養、健康に

思いやりを育

育成します。

うに関与して

社会環境や

ます。また、

びます。基礎

との交流を通

適正な栄養管

所（籠橋有紀

などを中心と

究②教育活動

と連携③地域

る地域への発

ンボスープ、

エクレア、ま

もに、学校給

財総合支援

ane.ac.jp/d

業 種

資本金

企業概要

自社の強み

一押し商品

関わりの中で

柔軟な思考や

っています。

域に貢献でき

資格を取得し

出雲市へ移し

程として出発

に関する専門

育み、「人の

 

ているのか、

や地域の食文

栄養教育、

礎から専門に

通じて、保健

管理ができる

紀子研究室）

とした、県内

動（地域の食

域の農産品の

発信を通して

ぜんざい風

まつえジビエ

給食へも展開

援窓口】

epartment

種 教育 

金 － 

要 

み 

品 

で、栄養士と

的確な判断が

凝縮された時

る栄養士にな

して地域で活躍

し、島根県の将

発しました。

的知識と技術

健康づくり」

人の身体の

化など、食及

人とのコミ

わたる講義や

・医療・福祉

る能力を培い

では、①食

内農産品の特

食材の良さを

の特性を活か

て、企画・商

風デニッシュ

エ・宝刀鍋ス

開しています

 平成 2

t/kangoeiy

しての

ができ

時間に

なるこ

躍して

将来を

 

術を身

」に貢

しくみ

及び栄

ュニケ

や、実

祉など

います。 

食肉（し

特性や美

知り活

かした調

商品化し

パンと

スープ）

す。 

29 年度版 

ou/kenkou

    

u/ 

 

知財総合支

知財総合

が、島根県

る地域連携

新スープ

する前に、

ュアップに

ンス契約を

業者へ製

相談を進め

有名詞」と

つの商標に

知財意識

たので、大

護への対応

す。 

知的財産

ても好影響

者の意識を

支援窓口活

合支援窓口を

県立大学と包

携課より支援

プを開発した

当該レシピ

に加え、連携

を締結するこ

製造販売を委

めるにつれて

としたツリー

にまとめて出

識が高い大学

大変なご苦労

応方法をご理

産の保護を自

響をもたらす

を一新するチ

前任

しみに

活用のポイン

を運営する一

包括的連携協

援依頼があり

た同学科しま

ピの機密保持

携する関係者

ことができま

委託するにあ

て、当該スープ

ー展開により

出願すること

学機関ですが

労だったと思

理解頂きまし

自力でやり遂

すことでしょ

チャンスがあ

窓口担当

任者から引継

にしつつ、今

窓

これから

窓口

ント

一般社団法人

協力協定を締

りました。 

まね三昧食品

持方法につい

者間の問題に

ました。 

あたり、当該

プの他にも商

り、商標の集

とになりまし

が、知財担当

思います。し

したので、今

遂げたことは

ょう。この支援

ありますので

当者から一

継いで、対応

今後もより良

その

最

窓口を活用

ら窓口を活

活用のきっ

人島根県発明

締結したこと

科学研究所か

て相談があ

応じて迅速

該スープ名を

商品展開を検

集約とコスト

した。 

者が不在で

しかし、当窓

今後はよりス

は、とても良い

援窓口を活用

、積極的に

言 （氏名

応させて頂き

良い支援を継

の後の相談

初の相談概

用して変わ

活用する企業

っかけ 

明協会及び公

とがきっかけ

から、製造委

りました。そ

に対応するこ

商標登録する

検討中である

の削減を助言

あることから

口を頻繁にご

ピーディな対

い経験になり

用することで

ご利用するこ

名：齊藤 

きました。地

継続したいと

概要 

概要 

ったところ

業へのメッ

公益財団法人

けで、共同研

委託する企業

そこで、機密

ことで、秘密

ることについ

ることが判明

言しました。

ら、職員が兼

ご利用頂いた

対応と学生へ

りましたし、

で、知財活動

ことを推奨致

俊哉） 

地元の消費者

思います。

ろ 

ッセージ 

人しまね産業

究や産学連携

業へスープレ

密保持契約書

密保持契約並

いて相談があ

明したため、「

。その結果、

兼務で対応を

たことで、一

への展開を期

今後の学術

動の推進とと

致します。

者として新商

業振興財団

携を担当す

レシピを提供

書のブラッシ

並びにライセ

ありました。

「商標」＋「固

最終的に１

をなされまし

一連の知財保

期待していま

術活動におい

ともに、関係

商品の展開を

供

シ

セ

固

１

し

保

ま

を楽

2020年02月03日掲載　旧原稿



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報 

島根県立大学

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

     

 

 

 

本学科は、

必要な知識や

るようになる

精一杯努力す

とができます

います。20

担う人材を育

す。 

本学健康

知識と技術

康づくり」

人の健康

や栄養診断

養と健康と

ーション技

社会で活躍

の分野にお

本学科し

まね和牛・

味しさを科

かせる人材

理加工方法

た 3 品（し

島根県産い

の製造販売

援事例 

学    

島

ジ URL h

2

－

、入学した学

や技能を修得

るための適切

することによ

す。多くの卒

018 年 4 月

育てていくた

康栄養学科（

術を身につけ

に貢献でき

康に食と栄養

断の方法、食

との関係につ

技術などにつ

躍している管

おいて、栄養

しまね三昧食

ジビエなど）

科学的に検証

材の育成）を通

法の提供・商品

しまね三昧ジ

ちじくの豆乳

売を業者へ委託

【島根

     

島根県松江市

http://mats

2000 年 

－ 

学生が、地域

得でき、様々

切なカリキュ

より、実力を

卒業生が管理

月からはキャ

ために、管理

（短期大学部

け、「食」を通

きる地域密着

養がどのよう

食品や調理、

ついて学びま

ついても学び

管理栄養士と

養士として、適

品科学研究所

）や島根米な

する食味研究

通じて地域と

品開発による

ジビエ・ガン

乳ホイップエ

託するととも

県 知財

    

市 

suec.u-shi

域社会との関

々な状況で柔

ュラムを持っ

をそなえ地域

理栄養士の資

ャンパスを出

理栄養士課程

部）では、食

通して豊な心

着型の栄養士

うに関与して

社会環境や

ます。また、

びます。基礎

との交流を通

適正な栄養管

所（籠橋有紀

などを中心と

究②教育活動

と連携③地域

る地域への発

ンボスープ、

エクレア、ま

もに、学校給

財総合支援

     

mane.ac.jp

業 種

資本金

企業概要

自社の強み

一押し商品

関わりの中で

柔軟な思考や

っています。

域に貢献でき

資格を取得し

出雲市へ移し

程として新た

食と栄養、健

心と思いやり

を育成します

ているのか、

や地域の食文

栄養教育、

礎から専門に

通じて、保健

管理ができる

紀子研究室）

とした、県内

動（地域の食

域の農産品の

発信を通して

ぜんざい風

まつえジビエ

給食へも展開

援窓口】

    

p/departme

種 教育 

金 － 

要 

み 

品 

で、栄養士と

的確な判断が

凝縮された時

る栄養士にな

して地域で活躍

し、島根県の将

に出発する予

康に関する専

りを育み、「人

す。 

人の身体の

化など、食及

人とのコミ

わたる講義や

・医療・福祉

る能力を培い

では、①食

内農産品の特

食材の良さを

の特性を活か

て、企画・商

風デニッシュ

エ・宝刀鍋ス
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ピーディな対

い経験になり

用することで

ご利用するこ

名：齊藤 

きました。地

継続したいと

概要 

概要 

ったところ

業へのメッ

20

公益財団法人

けで、共同研

委託する企業

そこで、機密

ことで、秘密

ることについ

ることが判明

言しました。

ら、職員が兼

ご利用頂いた

対応と学生へ

りましたし、

で、知財活動

ことを推奨致

俊哉） 

地元の消費者

思います。

ろ 

ッセージ 

017 年 08 ⽉

人しまね産業

究や産学連携

業へスープレ

密保持契約書

密保持契約並

いて相談があ

明したため、「

。その結果、

兼務で対応を

たことで、一

への展開を期

今後の学術

動の推進とと

致します。

者として新商

⽉ 23 ⽇ 掲

業振興財団

携を担当す

レシピを提供

書のブラッシ

並びにライセ

ありました。

「商標」＋「固

最終的に１

をなされまし

一連の知財保

期待していま

術活動におい

ともに、関係

商品の展開を

掲載 

供

シ

セ

固

１

し

保

ま

を楽

旧 




